






















































































第１に大学では、 研究論文の発表を優先させ後で特許出願される傾向があります。 確かに、 研究論文公開後
６か月以内なら所定の手続を行って特許出願すれば、 その研究論文公表の事実はなかったものとして審査され
ますが、 色々なリスクや制限が生じますので、 必ず研究論文公表前に特許出願を済ませて下さい。
第２に大学の特許出願は、 発明者が絡む先の論文が先行技術となり進歩性が否定される傾向があります。 出
願費用を無駄にしないためにも、 発明者自ら発表した論文との違いは必ず出願決定前に必ずチェックして下さ
し）０
第３に川崎学園には、「ロイヤリティの獲得可能性がない特許出願はしない」という基本方針が残っています。
この規定は各大学が「特許は儲けるもの」という幻想を抱いていた頃の基本方針です。 今では、各大学とも「特
許は研究の活性化に資するもの」 という考え方に改められていますので、 この基本方針についても改訂を検討
していただきたいと思います。
